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 (1) bama_^sa_ ^ko_ hsE’    TiN_ hkaiN:  ^se_   ^hciN_ ^Te:  ^tE_ le_ || (藪(1992:571)) 

















 要求文 非要求文 
確定 未確定 生起 
肯定 -φ -tE_ -mE_ -pi_ 
否定 -nE. -hpu: --- 
 否定文は、動詞の前に否定辞/ma/を伴う。非要求文の否定では、肯定文において表されていたムードの
対立が中和する。動詞文標識助詞の異形態と、文語体の動詞文標識助詞についてはここでは省略する。  
3 ここでは、ビルマ語を次に示す音韻表記で表す。[ ]内は IPA 表記。IPA 表記がないものは IPA と同じで
あることを表す。母音/a, e, i, o, u, E[], O[]/。子音/p, t, s, c[], k, hp[], ht[], hs[], hc[], hk[], b, d, z, 
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2. 先行研究 
 先行研究においては、藪(1992)のように、補助動詞と助動詞を区別して考察している。
その根拠として主に自立度を挙げ、自立度を測定する基準として次の 2 点を挙げている。 
  ①結合の度合い（開いた結合か閉じた結合か。あるいは、他の要素で分割できるか） 





  ②有声化は絶対的な基準にならないため。（助動詞のおよそ 48%にしか適用できない6） 
 助動詞の配列順序について詳述した先行研究はない。以下に示す若干の指摘にとどまっ
ている。 












 A 類《13》：出来事のより精密な客観的描写を行う 




 C 類《2》：/-Te:| -’ouN:/7「まだ」「さらに」と/-tO./「もう」 
 このうち、「動詞連続（補助動詞）」と「文法的な補助動詞」については、澤田(1988)で 
                                                        
6 有声化は、対応する有声子音がないと起こらない。本稿で扱う助動詞 67 種類のうち、対応する有声子







 -tE_ -mE_ -pi_ -φ -hpu: -nE. 
-Te: ＋ － (＋) － ＋ － 









 さて、澤田(1998)によれば、「動詞を補助する小辞」の A 類～C 類は、一般的に次のよう
な位置関係があるとしている。 
 
  V･･････[ A 類 /-ca./{主語の複数性}]･･････[ B 類 ]･･････/-pa_/{丁寧}-vsm 
-hpu: ma{否定} V C 類 -pa_{丁寧}  vsm  
-tE_ / -mE_  V  -pa_{丁寧} C 類 vsm  
-φ / -nE.  V  -pa_{丁寧}  vsm C 類 
 








 Soe(1999)は、「補助動詞」「助動詞」を区別せずに “Post-Head Versatile Verbs” として扱っ




 以上、助動詞の配列順序について、先行研究から次の 2 つのことがわかる。 
  ① 助動詞には、自立度の違いによる段階が認められ、自立度が高い助動詞ほど主動詞
に近い位置に配列されるということ。 
  ② 助動詞/-Te:| -’ouN:/と/-tO./は、やや特殊な位置に配列されるということ。 
 ただし、先行研究からは助動詞の配列順序についての詳細はわからない。 
                                                        
8 たとえば、7 点挙げているうちの 5 番目に「価値判断を表す助動詞(evaluatives)は、共起する助動詞が制
限されている」とするのみで、どの助動詞と共起制限があるのか、述べていない。6 番目に「時間を表す
助動詞/-hniN./「前もって～する」は、意志の意味を持つ助動詞(post-head versatiles verbs which have a sense 
of volition)と共起する」としているが、「意志の意味を持つ助動詞」を具体的に挙げているわけではない。 
9 特に Soe(1999)の分類における、Aspectual（/-ne_/「～している」、/-ta’/「～しがちだ」、/-hpu:/「～した
ことがある」など合計 10 種）、Frequency（/-hkE:/「めったに～」、/-pyaN_/「また～する」の 2 種）、Temporal
（/-lu./「～しそうだ」、/-hniN./「前もって～する」の 2 種）の区別を行う根拠は不明である。 
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  ① 複数の個所に現れる 7 種類の助動詞（/-hkE./「～してくる」、/-lai’/「きっぱり～す
る」、/-naiN_/「～できる」、/-se_/「～させる」、/-ya./「～せねばならない」、/-saN:/
「～しなさいね」、/-kouN_/「すべて～」） 
  ② まだ順序が判定できない助動詞 
  ③ 助動詞ととらえるか、本動詞の連続ととらえるか 
 ①と②について、現代小説＜HTB＞＜KMD＞の用例とインフォーマント調査から、配列
順序を明らかにした(3-2 で示す)。それを踏まえて、③について 3-3 で考察する。 
 
3.2. 分析結果 




の制限がある場合は (  ) で示した。同一枠内の配列順序を丸数字①、②......で示した。ギ
リシャ文字α、β......で示したものは、その同一枠内で相互に共起しないことを表す。な
お、日本語訳は便宜的なものである。助動詞の異形態については省略した。 






12 たとえば、A-B-D という配列と、B-C-D という配列があった場合には、A-B-C-D の順に配列されると
判断した。P-R-S という配列と O-Q-R という配列の場合には、O/P/Q の配列順序は不明であるので、
O/P/Q-R-S という配列順序であると判断した。 






































































































































                                                        
15 口調をよくする働きを持つ助動詞。 
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